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七 六 一一一五 四 一一 法
政
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第
六
十
六
号
一一二一一一年（法文①～⑩）（以上「専修法学論集」第五九号
［一九九三年九月］）
一一一一四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［一九九四年三
月己一一二五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上同六一号
□九九四年七月］）
一一一一五年一一月～三一六年（法文⑬～⑮）（以上同六一二
号［一九九五年三月］）
三一七年～一一一一九年一一一月（法文⑯～⑳）（以上「立教法
学」第四三号［一九九六年二月］）
三一九年四月～七月（法文⑳～⑩）（以上何四五号［一
九
九
六
年
九
月
三
三
一
九
年
七
月
～
一
○
月
（
法
文
⑭
～
⑩
）
（
以
上
同
四
七
号
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（Ｏｏｑ①〆弓丘①。□○四四口口の）（一六）
□九九七年七月］）
八一二一九年一一月～一一三○年二月（法文⑩～⑪）（以
上
同
五
○
号
□
九
九
八
年
七
月
己
九一二一一○年二月～一一三一年一月（法文⑭～⑳）（以上
同五三号〔一九九九年七月］）
○一一一一一一年二月～八月（法文⑪～⑰）（以上何五六号
三○○○年八月］）
一一一一一一一年八月～一一三三年四月（法文⑯～⑯）（以上
向五八号［二○○一年七月］）
二一一一二一一一年五月～一一一一一五年六月（法文⑰～⑳）（以上
「法政史学」第五七号［二○○二年三月］）
一一一三一一五年六月～一一三六年三月（法文⑳～⑳）（以上
向五九号［二○○三年一一一月］）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
） 四
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同（Ⅱコーンスタンティーヌ乙帝が〈アーフリカ諸州
（１）
の〉総監アンニウスⅡティベリアーヌスに〈一日一示す〉。
退役兵の息子らが都市参事会員の負担に結び付けられる
旨、寛裕なる我等が定めたことを、汝は諸州のすべての総
督たちに周知せしめよ。而して、ペルフエクテイッシミー
（２）
（３）
級の位階にあるとうぬぼれていた者どもも、また都市参事会
へと駆り立てられ、公共の必要な職務に服すべし。
コーンスタンティゥスとマークシムスがコーンスルの年
の四月二一日カルターゴーで掲示す。
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
五
法
文
一四一一三六年一一一月～七月（法文⑳～⑳）（以上何六二号
三○○四年九月］）
一五一一一一一六年八川～一一一一一七年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
同六四号［一一○○五年九月］）
’六一一一二七年四月～一一三九年一一月（法文⑳～⑳）（以
上本誌）
（承前）
テォドシゥス法典（Ｏ・ロ①浜弓冨。□・の国目⑪）（一六）（後藤）
同（Ⅱコーンスタンティーヌ乙帝がアーフリカ住民に
〈宣示す〉。
国庫への支払いを遅延させる肴どもにとって、滞納して
（１）
いた税の猶予が何らかの形で利益となることがないように
（２）
と、汝らがその雲雨願決議によって至当にも願い出てきたの
で、我等はとりわけ次のことが遵守されるよう定める。す
なわち、国庫に対する債務の支払いを強情にも遅延させる
⑳
第
二
巻
第
七
章
第
四
法
文
（１）Ｃ・少自言弓】すの畠目印・法文⑳註（１）参照。なお、同
所で「アーフリヵ州の総監」となっているのは、「アーフ
リヵ諸州の総監」の誤り。
（２）己の弓ｎ房の百四白の．ペルフェクティッシミー級について
は、法文④註（１）参照。
（３）の。＆・可のＳｍ》＆ず・一・は、たとえ実際にペルフエクティッ
シミー級の位階を獲得している将であっても、都市参事会
に召喚されることが定められたと考える。ただし、の三
亘四＆一自白【を「（位階を獲得したと）都合よく思い込む」
と解釈するなら、この位階を僧称している者が都市参事会
に召喚されたと解釈することも可能である。五
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⑳
第
二
巻
第
二
阿
章
第
二
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
（１）
ン一ナィウスに〈宣示す〉。
者たちの財産は売却され、購入者には〈その財産の〉保有
が永久に確保されるべきこと。後略。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の五月一八日セルディカで付与す。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
（１）【の百口・日日冨旨の・国の日目目への①ｎ戸の一は本法文を引用し
てこの一塁白のを「免除向『一四のの」の意味と取るが、のＯＳＣ‐
可①目の》且戸一・は「猶予ｓ一畳・」と取る。「免除」の意味で
取った場〈Ⅱ、「利益となるロ・ぐの己『の〔」のは明らかであり、
「何らかの形で呂四」という語とあまり符合しない。した
がって、この冨旨のは「免除」より「猶予」と取る方が妥
当
で
あ
り
、
本
文
で
は
こ
の
訳
を
採
用
し
た
。
（２）目す、］四日昌一。『のｍ－Ｈ四・田・ニニ］胃ご自岑⑮向冒、ｓご「冒蕃、記○ミロ苫
ニミ且（伊○己自］①①画・図己・＆・）七・四℃四は、本法文をアーフ
リ
ヵ
州
の
州
会
議
宛
勅
答
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
考
え
を
受
け
入
れ
、
こ
の
箇
所
は
州
会
識
の
決
議
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
た
。
存命者の財産を善良の風俗に反して利用したり分割する
（２）
権限は、たしかに何ぴとにも認められていない。しかし、
子らが母親の指示でその財産を自分たちの間で分割したと
きは、その生存の最後の時まで〈母親の〉意思が同じまま
に保たれたことが証明される限りで、この穂の分割があら
ゆる面で〈有効に〉存続すべきであると我等は決した。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月
二
日
に
付
与
す
。
（１）Ｃ目の［目〔旨の．法文⑳註（１）参照。
（
２
）
ロ
ー
マ
法
上
、
存
命
中
の
第
三
者
の
遺
産
に
関
し
て
な
さ
れ
た
契
約
（
贈
与
、
問
答
契
約
、
無
方
式
の
合
意
な
ど
）
は
道
徳
的
に
是
認されずに無効とされ、「勅法彙纂」第二巻第三章第一一一○
節
前
文
、
第
二
法
文
、
第
三
法
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
反
道
徳
性
は
、
取得者が他人の遺産に対する望みとともに被相続人の間も
な
い
死
を
期
待
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
勅
法
は
存
命
中
の
母
親
の
指
示
に
よ
る
子
の
間
で
の
分
割
合
意
と
い
う
個
別
事例に関してその契約の有効性を認めており、のちには、
被相続人が同意してその同意が被相続人の死まで取り消さ
れ
な
い
場
合
に
、
一
般
的
に
こ
の
種
の
契
約
が
有
効
と
き
れ
る
よ
う
になった。。【・【鯉の①Ｈ》ロ自己ミ湯ミヰミミｇ三（法文⑮註
（２）所引）》弓・←『、‐合①己・合①》目．①‐】】己・崖②白・望．
一一一一ハ
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同（Ⅱコーンスタンティーヌ乙帝が首都長官ユーリ
（１）
アーヌスに〈一日一示す〉・
原状回復を求めるための期間が既定の通りに守られて、
法によって認められている期間内におさまるような猶予が
原告によって求められるならば、何ぴとによって求められ（２）
るにして‘も、事情が審理されて、猶予が与えられるべし。
他方、もし、法によって許容されている期間内におさまら
ないような〈猶予〉期間が要求されるならば、すなわち、
もし、〈そのような猶予願いが〉前述の期間の範閉内で求
められても、その期限を引き延ばすことになるならば、原
告に対する猶予は拒絶されるのが至当である。なぜなら
ば、求められた猶予による休止期間が、残された時間内に
⑳
第
二
巻
第
七
章
第
二
法
文
テォドシゥス法典（ｎ．」の※弓冒・□◎の白目の）（一六）（後藤）
なお、の◎三．可のＳｍ》且す」・はＱ①己。己の■の貝冒三一のぐ一ぐＣ『目】
とロ①、＆ぐ一□■ご＆ｍＣＣｐＲ四ウＣｐＣのＢＣＨのの…一一８貝国とをカンマ
で区切っており、このパンクチュエーションに従えば、
「存命者の財産を不当に獲得したり、善良の風俗に反して
分割する権限は、・・・…」と訳すことができよう。
おさまる〈ように、しかるべき〉ときに訴訟を起こすこと
は、原告の裁量のうちにあるからである。
⑪しかし、もし、〈原状回復を求められた〉占有者ら
のための弁護が、猶予による擁護を要求するならば、その
理由が申し立てられたうえで、期間の妨げなく猶予が与え
られることを我等は認める。なぜならば、いつなんどき訴
追されるかについて、被告には選択権がまったくないから
である。したがって、求められた時間の長さが勅法の規定
を超えてしまうとしても、〈猶予が被告に〉与えられるべ
きである。もしも、占有者によって〈猶予が〉得られるな
らば、〈原状回復の〉請求者が証拠収集においてその猶予
を利用することは、むろん禁じられない。
七月一九日に付与す。コーンスタンティウスとマークシ
ムスがコーンスルの年にローマで掲示す。
（１）三言房・法文⑳註（１）を参照。
（２）原状Ⅲ復の制度を利川する際には、一定の正当原因
（未成年者であること等）を有する者が一定期間内に請求
することが条件とされていた。たとえば、二五歳未満の未
成年者が原状回復を求める場合には、法文⑭にあるよう
に、ローマ市内およびローマ市から一○○マイル内では三
七
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⑳第一一巻第三○章第一囚法文
同Ｔコーンスタンティーヌス）帝がローマ市の帝室財
（１）
（２）
産管理官ウィクトルに〈一旦示す〉・
幾人かの国庫の債務者が、債務額の弁済を命じられた時
に、異議申立という救済策をさし挟むことにより執行の効
力を回避し、それでいながら見解書の写しを求めることや
法
政
史
学
第
六
十
六
号
○歳まで、イタリアでは二九歳まで、属州では二八歳まで
が原状回復の訴訟を提起できる期限と定められ、と同時
に、原状回復の訴訟が提起された場合には、当該訴訟を追
行し終了させるべき期間（ただし具体的な日数については
言及がない）も定められていた。
本法文は、原状回復の訴訟が規定の期間内に提起されて
裁判が開始されたのちに、何らかの事情で猶予が求められ
たときの扱いを定めたもので、原状Ⅲ復の請求者による猫
予願いは、独予による裁判の休止期間と裁判に要するⅡ数
の合計が訴訟を遂行し終了させるべき期間を超えて認めら
れてはならないとし、他方、原状回復を請求された占有者
による猶予願いは、訴訟を遂行し終了させるべき期間を超
え
て
も
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
反論の願い書を提出することには意を用いていないので、
以下のことが決せられた。すなわち、手続きを完了すべき
（３）
〈期間として〉以前に定められた日数以内に、これらのこ
とを為すための上訴人の労が取られないときは、異議申立
は上訴人によって放棄されたと見倣されて、直ちに債務が
取り立てられる、ということである。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の七月三一日に付与す。
（１）旦一・昌一の旨亘の用・ロ】四の．原則として各管区に一人置かれ
た帝室財産管理官については法文⑳註（１）を参照。罰
□の一日巴【①》トミ殖虜⑫囲い冒忌⑮②亘忌吻茸（冒冒（宛○日の》』①毛）》□・
畠、によれば、「ローマ市の帝室財産管理官」はローマ巾
だけではなく、サルディニア・コルシカ・シチリアを除く
イタリア半島中南部も管轄した。
（２）ご一ＲＣＲ・本法文以外では知られていない。、｛・酉昂閃・一も．
①①『（二目、『○用巴．
（３）法文⑩・⑳は、上訴の手続きや期間について、裁判官
の「見解書目三○」もしくは皇帝への「報告書Ｈの一畳・」や
「伺書８口皇［畳・」の写しが一○日以内に訴訟当事者に交
付されるべきこと、それに対し「反論の願い書Ｈの旨目・旨①
ロの８ｍ」が五日以内に提出されるべきことを規定・確認し
八
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⑳
第
一
巻
第
四
章
第
二
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈一旦示す〉。
パウルスの著作に含まれているすべてのことは、その権
威が受け入れられて〈有効性が〉確証され、全幅の尊敬を
もって称揚されるべし。それゆえ、全きⅢ附き、完壁な文
（２）
体そして最も正当な法の理を備えている「断案録」が法廷
において〈根拠として〉持ち出されるときには、それが有
効であることは疑われない。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
テオドシウス法典（Ｏ・』の〆弓宮のａ。⑫国目の）（一六）（後藤）
ている。したがって、の。＆・可①目の》昌彦」・は、「以前に定め
ら
れ
た
日
数
以
内
」
と
は
。
五
日
以
内
」
と
断
定
す
る
。
帝
政
後
期における上訴の手続きについては、法文⑭註（３）も参
昭岼。なお、「ローマ市の帝室財産管理官」の法廷からの上訴
を審理するのは、すでに「皇帝に代わってぐ－８の胃国」裁
判をする権限を与えられている（法文⑭参照）首都長官で
ある（法文⑭註（３）参照）ので、本法文では皇帝への
「報告書」・「伺書」には言及されていない。
（３）
の九月一一七口ｕトレーウィリーで付与す。
（１）三塁日巨の．一一一一一七～一一一二八年、一一一一一一二～一一一一一一一一一年、お
よび一一一一一一七年に道長官職に就いたご巴の旨の三目百房と考え
られる。おそらくは、コーンスタンティーヌス帝がイタリ
アから東部に戻ってきた三二六年遅くオリエーンス道長官
となり、同帝の下で一一一一一七～一一一三八年その職務を果たし
た。その後、一一一三一年遅く剛帝コーンスタンティゥスとと
もにガリアに赴き、同副帝の道長官職を一一一一一一二～三一一一一一一年
の間務める。三一一一七年には、ドナウ河前線に赴いた副帝ダ
ルマティウス□四一日四盲ののもとで道長官を務めた。法文⑳、
⑳、⑳、⑳、⑳の名宛人と同一人物で、三二七年のコーン
スル（本法文の⑭弓のａ目・に出てくる「マークシムス」）
でもあった。酉帛向・一・弓・＄三・［『巴の己⑫言昌日巨印乞］・ａ・
因由日①の》」冬邑□邑言も』缶．
（２）の①日①口冨日日一一頁○ｍ・本書は、紀元後一一一世紀初めに活躍
した法学者パウルス勺目一口⑫の著作とされ、の①貝の呂四日日且
窒巨ヨーーウュロ已且口のと題され、勺目一一ｍのご〔①三四①またはの①ロー
〔自冨の勺目一一と通称される。本書は、帝政後期にはいって
から、裁判基準として重要な役割を果たした。しかし、特
に近時においては、本書は、パウルス自身によって書かれ
た
も
の
で
は
な
く
、
紀
元
後
三
○
○
年
頃
に
、
パ
ウ
ル
ス
の
著
作
と
して伝承していた種々の著作物から無名氏によって抜粋、
九
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⑳
第
一
四
巻
第
二
四
章
第
一
法
文
一一一二八年
法
政
史
学
第
六
十
六
号
編集されたものと考えられるに至っている。したがって、
「断案録」に記されていることがパウルスの生きていた時
代
の
法
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
常
に
問
題
と
な
り
得
る。ｏ｛・因の【ぬ①【》向菖ミニ８塁、ロミミ邑旦（法文⑳註（３）所
引）．⑭．『・〔の①日日ｇの勺目一一］一言のｇ□自己言胃言コミミミ
■（法文⑮註（２）所引）も・膚．
（３）写本通りのコーンスル年だとすると、○目の国三・の庁
三邑日・は三一一七年を示すが、二．日日の①Ｐ己す」・は、発布
年と発布地が合わないと疑問を呈し、の①の、丙》記侭べぃ§》己．＄
は、一一一二八年とする。その理由は、一一一二七年にコーンスタ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
ガ
リ
ア
に
い
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
に
し
て
も
、
信
瀝
性
の
あ
る
伝
承
に
よ
れ
ば
、
三
二
七
年
に
彼
は
東
部
に
滞
在しており、一一三八年にドナウ、ライン両河付近に、一一一二
九年ポスポロスヘの帰途シルミウムに、滞在しているから
とする。その場合、本法文の⑪弓の＆目・は、はじめ己・ｐ
ＣＣｐの□＆】①【三塁目であったと考えると、その他の勅法
（ｏご『・］》一．坪』．］①》←》「＆Ｐ、）との整合性も生まれるとす
る。
（－）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ア
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
食
糧
管
理
長
官
ケ
レ
ァ
ー
リ
ス
に〈宣示す〉。
（２）
誰ｊｂ所有権を主張できないような顛落財産となった抽販
（３）
（４）
一元所は、〈貴官の〉部署を通じて一一○フォリスで売却され
ること。しかし、もし何ぴとかが、前述の〈二○〉フォリ
ス
で
購
入
さ
れ
た
柚
販
売
所
を
よ
り
高
い
価
格
で
転
売
す
る
な
ら
ば、その者は鉄の鎖で縛られて、イーリュリクムへと移送
（５）
され、しかるべき罰に服すべし。他方、Ｊｂし〈一一○フォリ
スで購入して〉その所有権下に油販売所をもつ者が人生を
全うしたならば、その柚販売所を、その者の他の財産とと
もに、相続法に則ってしかるべき承継人たちに移転するこ
とができる。
ヤ
ー
ヌ
ア
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一一一月一日にニーコメーディーアで付与し、四月六日にロー
マで受領す。
（１）ＣのＨｇ夛夛①員言Ｃ①【の四一一ｍは、三一一八年に食糧管理長
官、一一一五一一～三五三年に首都長官、一一一五八年にコーンスル
を務めた。酉昂閃・一》弓」①「‐』①①（害の国言の、の【①昌一の画）．
（２）ＢＳＢ①．遺言は有効であるにもかかわらず、指定され
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⑪
第
二
巻
第
一
六
章
第
四
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
エ
ミ
リ
（１）
アーヌスに〈一旦示す〉。
ム
ネ
ラ
（２）
臨
時
の
負
担
の
賦
課
は
都
市
参
事
〈
君
首
席
た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
州
総
督
ら
は
以
下
の
よ
う
に
訓
示
さ
る
べ
テオドシウス法典（ＯＣＱ貝弓ケの。□◎の一目巨の）（一六）（後藤）
た
相
続
人
の
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
財産のこと。因の【ぬ①Ｈ》雪Ｇａｇ皇同ロミごミミ（法文⑫註
（３）所引）・の．『・［Ｃ四目８］》因①巨日四日くめのｎ戸①一七・ｍ］．
（３）三のロの四①○一の昌四の．脚家がアーフリカ諸州で調達した袖
を
首
都
住
民
に
対
し
て
無
料
で
配
給
す
る
制
度
は
、
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
Ⅱ
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
帝
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
油
の
無
料
配
給
だ
け
で
な
く
、
油
の
独
占
販
売
も
行
っ
て
い
た
柚
販
売
所
は
、
ロ
ー
マ
市
内
に
二
三
○
○
軒
あ
っ
た
と
いう。Ｃこ○ロの⑫》倍島田も．「二・
（４）三一ｍ・法文⑳註（２）および法文⑰註（３）を参照。
（５）のＣｓ・可のｓの》己ロ」・は、この罰を鉱山送りの刑＆日目‐
〔】Ｃｓ日の巨一巨日と解する。イーリュリクムは金鉱が有名で、
こ
の
辺
り
一
帯
の
鉱
山
は
イ
ー
リ
ュ
リ
ク
ム
諸
州
の
鉱
山
監
督
官
８日のの日①白一一・日目ロ①二一一胃－２日の管轄下にあった。、（・
］・どの印》屋同己・忠の。
き
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
自
身
が
か
か
る
賦
課
を
実
行
し
、
向
ら
（３）
の
手
で
詳
細
に
書
き
留
め
、
か
つ
紫
紅
色
の
イ
ン
ク
で
〈
負
担
者
の
〉
名
を
書
き
添
え
る
よ
う
に
、
で
あ
る
。
そ
の
際
、
以
下
の
決
ま
り
が
遵
守
き
る
べ
き
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
提
供
さ
る
べ
き
も
の
は
先
（４）
ず
富
裕
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
に
中
間
層
、
そ
し
て
最
下
層
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
播
種
や
収
穫
に
い
そ
し
ん
で
い
る
農
民
が
臨
時
の
労
務
に
駆
り
出
さ
れ
（５）
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
必
要
を
満
た
す
に
は
時
宜
を
得
る
こ
と
が
思
慮
深
き
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
な
ら
ば
、
貴
官
の
代
官
ら
の
名
誉
喪
失
を
招
き
、
州
総
督
の
下
僚
ら
の
頭
格
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
（６）
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
州
総
督
た
ち
は
、
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
て
力
（７）
ピ
タ
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
、
た
と
え
ば
、
ど
（８）
れ
ほ
ど
の
公
共
便
の
た
め
の
奉
仕
が
供
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
れ
ほ
ど
の労働が供されるべきか、あるいは、〈他の〉何がどの程
度
供
さ
れ
る
べ
き
か
を
、
向
ら
の
手
で
書
き
記
す
べ
き
で
あ
り
、
Ｒ
（９）
分が確認したと書くこと。その際も吉田裕層、中間層、最下
層
の
間
で
前
述
の
負
担
の
順
序
が
守
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
ヤ
ー
ヌ
ア
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
九
日
ロ
ー
マ
で
朗
読
す
。
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法
政
史
学
第
六
十
六
号
（１）シ①昌一一目房．この人物については本法文から知られるの
み
。
本
法
文
が
ロ
ー
マ
市
で
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
も
と
で
イ
ー
タ
リ
ア
道
長
官を務めていたと推測される。、（・酉昂同・一ら・層（シの己一国‐
ご口の四）。
（２）己月冨一の印・都市参事会首席については、法文⑮註
（
３
）
を
参
照
。
な
お
、
法
文
⑮
で
は
「
参
事
会
主
席
」
と
表
記
し
た
が
、
以
後
は
「
都
市
参
事
会
首
席
」
と
表
記
す
る
。
（３）ＢＳＥ白日・法文⑱註（３）を参照。
（４）曰①ＳＣＲの⑰・の。＆・可のｓの．且ヶ・一・は、本巻本章第三法文
（法文⑭）に付した註を参照せよとし、そこでは日のＳＣＲのｍ
を已目己の［①の（取るに足りない財産の者たち・貧者）、】呂己
（
最
下
層
の
者
た
ち
）
に
き
わ
め
て
近
い
意
味
と
し
て
い
る
。
た
し
かに法文⑭では日①＆ＣＲののに対して己・言円の⑫（富裕者）と
い
う
語
が
出
て
く
る
の
み
な
の
で
、
日
の
ｓ
ｏ
Ｒ
①
ｍ
を
「
取
る
に
足
り
な
い
財
産
の
者
た
ち
」
と
訳
出
し
た
が
、
本
法
文
で
は
富
裕
層
と
最
下
屑
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
「
中
間
層
」
と
訳
し
た
。
（５）○○岳・可①目の．昌戸一・は播種と収穫を指すと考える。
（６）己円のＲ・日日目〔①目・駅ＱＣ２Ｂ８□旨く①己の〔日・言・日日の①Ｐ
己百一・は、・威口・白白の前に①［を補うべきと考える。すな
わ
ち
、
「
州
総
督
お
よ
び
下
僚
ら
の
頭
格
に
関
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
た
し
か
に
文
脈
か
ら
考
え
て
、
州
総
督
に
対
す
る
処
罰
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
お
か
し
い
。
「頭格に関わることになる」とは「頭格刑己Ｃの目日已国一一の
⑳
第
六
巻
第
三
五
章
第
五
法
文
（の昌房）」によって罰せられるの意味。「頭」を原義とする
８℃具には、「人」、さらに人間としての「生命、自由」、
「
市
民
と
し
て
の
権
利
能
力
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「頭格刑」や「頭格によって罰せられる日日：三１」等の
表現が生じて、「頭格刑」は死刑だけではなく、「頭格減少
８口房已の冒旨三・」、すなわち、由の喪失や市民権の喪失も
含んでいた。、｛・由の巨日巴日への①。【の］．ｍ・ぐ・［Ｃ四目〔］》因の『ぬのＨ》
雪Ｑこ＆＆一同□量ごミミ（法文⑳註（３）所引）》の．ぐ・［Ｏ四‐
□貝］［勺・の目８℃旨］」の（８口房）］・しかし、船田享二「ロー
マ
法
」
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
、
四
一
四
頁
に
よ
る
と
、
帝
政
後
期
に
な
る
と
頭
格
減
少
の
刑
は
消
滅
し
て
「
頭
格
刑
」
は
死
刑
と
同
義
と
な
っ
た
。
（７）日目白・法文⑥註（１）を参照。
（８）目、閂言・法文⑳ではこの語が公共便用牛車の使用許可
の意味で使われていると解したが（法文⑳註（３）参照）、
こ
こ
で
は
本
来
の
意
味
で
川
い
ら
れ
、
公
共
便
の
た
め
の
牛
の
提
供
などを指す。法文⑳も参照。
（９）貝【の８四］Ｃぐ］のの①の①のａっ目〔・の。Ｂ＆の目の》昌彦」・によれ
ば、宛の８四］・ヨ（「私は確認した」）と添書の弓⑫日已・する
こと。
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同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
全
宮
廷
官
吏
に
〈
宣
示す〉。
〈我等への〉忠誠なる奉仕という務めを果たした後に公
（１）
（２）
の
行
政
職
に
就
い
た
者
た
ち
か
ら
、
認
め
ら
れ
た
特
権
を
取
り
除
け
よ
う
と
し
て
い
る
者
ら
が
い
る
が
、
そ
の
者
ら
は
、
昇
進
の
階
梯
を
経
て
高
み
へ
と
押
し
上
げ
ら
れ
た
者
た
ち
が
正
当
な
る
免
除
特
権
か
ら決して遠ざけられてはならないということを、心得てい
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
等
は
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。
我
等
が
宮
廷
官
吏
は
、
忠
誠
な
る
奉
仕
と
い
う
責
務
を
果
た
し
て
、
位
階
の
極
み
に
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
認
め
ら
れ
た
特
権
か
ら
何
も
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
免
除
特
権
は
有
効
な
ま
ま
、
位
（３）
階
の
特
権
を
加
逼
え
ら
れ
る
べ
し
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
我
等
は
道
長
官
た
ち
及
び
首
都
長
官
に
書
面
を
送
致
し
た
。
ヤ
ー
ヌ
ァ
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
（４）
七月五日［の．…：日前に］オエスクスで付与す。
テオドシウス法典（ｏＣｇ関日毎の８．の国目の）（一六）（後藤）
（１）己三富の己旦言園（言①印・法文⑲や⑥に見られるよう
に
、
己
日
巨
の
園
言
は
帝
国
官
庁
に
関
わ
る
職
務
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
、
本
法
文
も
同
様
の
用
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
２
）
宮
廷
官
吏
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑱
、
⑮
、
⑳
、
⑯
を
参
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
シ
（１）
ウスに〈一旦示す〉。
（２）
告発文妻日のうち告発人の名前を欠いている誹誇文書は、
決
し
て
検
討
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
完
全
に
廃
棄
さ
れ
る
べ
し
。
な
ぜ
な
ら
、
告
発
を
な
す
こ
と
に
自
信
の
あ
る
者
は
、
虚
偽
で
秘
密
の
文
書
作
成
に
よ
る
よ
り
も
、
公
明
正
大
な
告
発
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
を
法
廷
に
呼
び
出
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
⑳
第
九
巻
第
三
四
章
第
四
法
文
刀ｍｍｏ
ｎＮ小
（３）冒同の日①ごＢａ、ロ旨［目】・のＣｓ○吋①Ｓｍは第一三巻第一一一章
第
一
二
法
文
の
註
釈
に
お
い
て
、
本
法
文
の
ほ
か
、
第
一
二
巻
第
一
章第五七法文、の＆己〔・【①の虫の８旨①吉、臣の己の（Ⅱの國崖））
』さ言い》三．ｍに現れる日Ｃ【①日①ご白を、「特権目ご】］の、一四七国の‐
８，畳ぐ四①」を意味するものとして解釈している。
（４）写本には＆の８または房８－とあるが、の。〔ケ○吋の目の）＆
百
一
・
は
、
こ
の
時
期
の
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ダ
ー
キ
ア
・
リ
ー
ペ
ン
シ
ス
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
名
が
他
史料で確認される○①の２ｍであると解釈し、三目百ｍｇ》且
戸一・もこれに従う。
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⑳
第
九
巻
第
一
章
第
六
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
セ
ク
ン
ド
（１）
ウスに〈一日一示す〉。
我
等
が
命
ず
る
に
、
ま
さ
に
そ
の
安
全
が
危
機
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
民
事
と
同
様
、
刑
事
の
一
件
書
類
が
交
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
官
の
潔
白
と
衡
平
に
関
し
て
揺
ら
（２）
（３）
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
件
書
類
の
〈
交
付
を
求
め
る
〉
陳
情
が
〈裁判官によって〉待たれたり、その陳情が告発人の姦計
に
よ
っ
て
拒
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヤ
ー
ヌ
ア
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
○
月
二
一
日
テ
ュ
ロ
ス
で
掲
示
す
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
（１）亘○昌の房・シチリア生まれで、一一一二八～三一一九年フェ
ニキア要。①已昌総督、三二九／一一一一一一五年シリア総督を務
めた国四ご旨の亘○昌⑫旨のと同定される。具・酉昂局・一もつ・囚＄｛・
［句Ｆシご［くめ□閂○ｚ『の閂この』己．
（２）冒日・田の＆三・・本法とほぼ同内容のことは、すでに法
文
⑭
に
お
い
て
表
明
さ
れ
て
い
る
。
誹
誘
文
書
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に法文⑰、⑭も参照のこと。
ヤ
ー
ヌ
ア
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
（４）
’一月一日に付与す。
（１）の①２三房・法文⑳註（１）参照。
（？】）口［この一口ごｏｎのご〔一四一巨已一，四口〔｝の四二Ｃ口の四の□巨一［四〔①、○口の厨（ｍ〔・
言・自己の①Ｐ昌彦」・は、旨＆日呂の以下をごｅ８己⑫山のＣ昌国〔①
８口⑪〔の〔と書き換えるべきであるとしている。その場合に
は
、
「
衡
平
に
よ
っ
て
裁
判
官
の
潔
白
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
」
の意味となる。
（３）□の頁①ｎ畳Ｐ（】○二○吋のＳｍ『＆豈・一・によれば、本法文は、
訴
訟
当
事
者
が
上
訴
に
向
け
て
原
審
の
一
件
書
類
の
交
付
を
皇
帝
に
請
願
す
る
必
要
は
な
く
、
原
審
の
裁
判
官
は
訴
訟
当
事
者
に
そ
の
よ
う
な
必
要
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
「
勅
法
彙
纂
」
第
一
巻
第
一
二
章
第
二
法
文
や
法
文
⑫
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
「
皇
帝
に
対
す
る
請
願
」
を
想
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
に
対
す
る
陳
情
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
解
し
て
お
く
。
（４）写本のの弓の日ロ［一・に従えば本勅法の付与年は三二八年
となるが、酉昂同・｝》弓・の】←‐、】ｍは、名宛人セクンドゥスの
オ
リ
エ
ー
ン
ス
道
長
官
在
職
期
間
を
三
六
一
～
一
一
一
六
五
、
三
六
五
～
三
六
七
年
と
し
て
、
本
勅
法
は
一
一
一
六
二
年
に
付
与
さ
れ
た
も
の
と
する。の①①昊．用婿陽冨も・程は、セクンドゥスの長官在職
四
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⑳
第
一
巻
第
一
六
章
第
四
法
文
（１）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝がマークシムスに
〈宣示す〉。
もし権勢ある者たちのうちで何ぴとかが極めて傲慢であ
プ
ヲ
エ
セ
ス
ることか判明－し、諸州の総督らが罰することができないな
テオドシウス法典（ＯｏＱ２Ｂ宵ＣＱ。⑫白目の）（一六）（後藤）
期間を一一一六一年一二月から三六六年初頭までとしたうえ
で、真に実効的な規定によって裁判官の盗意に対抗しよう
とする本勅法の内容はユーリアーヌス帝の精神に合致して
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
本
勅
法
を
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
に
帰
す
る
二
○
曰
「
目
自
の
見
解
は
正
当
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
こ
の
前
提
の
も
と
で
一二月一日という日付が可能なのは、セクンドゥスが三六
一年一二月一日より後に長官に就任し、ユーリァーヌスが
一一一六三年の同日より前に亡くなっていることからして、一一一
六二年のみであるとする。なお、本法文の発布年をユーリ
アーヌス帝の三六二年か三六一一一年とする三・日日の①ロの見解
については、法文⑰註（７）参照。
これに対し、の。＆＆の目の》己ロ」・は、テオドシウス法典
の別の写本にはユーリアーヌス帝による同内容の法文が存
在することを指摘しつつも、本勅法は⑰弓の日已・通り一一一二
八年に付与されたものと解している。
らば、すなわち審理したり判決を下したりすることが不可
能ならば、州総督らはその者の名について我等か少なくと
も貴官の知るところとなすべし。そのことにより、公の秩
序ならびに被害者たるより弱き者たちのためになるような
やり方で、配慮がなされるようにするためである。後略。
ヤーヌアーリーヌスとユーストゥスがコーンスルの年の
（２）
’’一月一一九日トレーウィリーで付与す。
（１）三目言巨の・本法文は次の法文⑳と名宛人、発布年月日、
発布地とがいずれも同じであり、両法文は発布時点では単
一の法を成していたと思われる。その法文⑰は道長有宛と
なっており、酉滝同・一》弓・＄量．（ぐ巴の旨の三目言巨のお）によ
れば、彼は三二七年から一一一二八年にオリエーンス道長官を
務めた。彼の経歴については法文⑳註（１）を参照。ま
た、法文⑳、⑳、⑩、⑳、⑰、⑧の名宛人と同定されてい
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
官
職
名
の
混
乱
に
つ
い
て
は
法
文
⑰
註
（１）および法文⑪註（１）を参照。
（２）コーンスタンティーヌス帝がこの年トレーウィリーに
いたかどうか、二。日白ののＰ＆す」・は疑問を提起している。
他方、の①の号記侭困§も」『⑭》因四日のの）」春ご同）弓言も．『ｍで
は、同年末にコーンスタンティーヌス帝がトレーウィリー
にいたとして、本法文のの弓のａ目・に問題はないものとし
四
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⑳
第
七
巻
第
二
○
章
第
五
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈一旦示す〉。
（２）
下
士
官
の
地
位
に
あ
っ
た
退
役
兵
や
そ
の
戦
功
ゆ
追
え
に
様
々
な
名
誉
を
受
け
た
退
役
兵
が
、
〈
名
誉
に
〉
相
応
し
か
ら
ざ
る
不
正
ゆ
え
に
起
訴
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
る
べ
し
。
し
か
し
な
が
（３）
ら
、
何
ぴ
と
か
が
か
か
る
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
な
さ
れ
た
（４）
一
」
と
が
そ
の
性
質
上
い
と
も
迅
速
に
裁
か
れ
う
る
よ
う
に
、
諸
州
の
総
督
ら
は
汝
の
法
廷
に
報
告
し
、
上
述
の
者
た
ち
Ｔ
捕
ら
え
ら
れ
た
者
た
ち
）
を
汝
の
官
庁
に
送
致
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
。
ヤ
ー
ヌ
ア
ー
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
（５）
一
一
一
月
一
一
九
日
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
す
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
ている。法文⑳註（３）も参照。
（１）二目目ｇ・法文⑯註（１）を参照。
（２）口。（のＲ・ユニ曾旨の．下士官ロ。（①ｎ月については、法文
⑦註（２）、法文⑳註（３）、法文⑳註（８）を参照。
（
３
）
ご
Ｒ
１
日
目
・
「
か
か
る
罪
」
と
は
、
皇
帝
か
ら
の
特
権
を
受
け
た
退
役
兵
に
は
相
応
し
く
な
い
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。
の
◎
弓
・
‐
⑳
第
一
巻
第
一
六
章
第
五
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
オ
リ
エ
ー
ン
ス
道
長
（１）
官セクンドゥスに〈宣示す〉。（２）
（３）
正
規
裁
判
官
た
る
州
総
督
ら
の
、
あ
る
い
は
代
官
の
職
権
が
、
監
視
役
し
了
し
て
悪
行
を
匡
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
位
者
た
る
責
一一一二九年
可①目印》且戸一・によれば、本法典編纂時に省略された前の部
分
か
、
あ
る
い
は
こ
の
部
分
に
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る。
（４）ロ◎の曰ロロ巴旨〔の・ここではののが直前の胃日日を示すも
の
と
解
し
、
こ
の
よ
う
に
訳
出
し
た
。
な
お
、
退
役
兵
を
示
す
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
「
退
役
兵
の
地
位
ゆ
え
」
迅
速
に
裁
か
れ
う
る
よ
う
に
、
と
な
る
。
（５）（さ〔ご可のｓの》且ず』・は、同年コーンスタンティーヌス
帝
が
ガ
リ
ア
に
は
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
マ
ー
ク
シ
ム
ス
は
ガ
リ
ア
の
道
長
官
で
あ
り
、
同
地
で
受
領
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
こ
の
年
ガ
リ
ア
に
い
な
かったとの・弓○吋①Ｓのが断定する根拠は不明である。法文
⑰註（２）も参照。
四
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（４）
官の職権および代官の職権に属する下僚た十つは、徴収〈業
務〉からは遠ざけられ、あらゆる〈課税台帳〉記載の税が
州の下僚団と州総督によって取り立てられることが望まし
い。何となれば、徴収がほとんど果たされないときは、我
（５）
等の裁判官席の前に引き出弐これた者が、頭格と全財産〈喪
（６）
失〉の危機に直面することに充仏るからである。
正帝コーンスタンープィーヌスが八度目にしてコーンスタ
ンテイウスが四度目のコーンスルの年の四月一八日コーン
（７）
スタンーアィーノポリスで付与す。
テオドシウス法典（Ｏｏｑの浅目胃。□・の一画目の）（一六）（後藤）
（１）の①自己房・法文⑳註（１）ならびに本法文の註（７）
を参照。
（２）Ｃａヨ且巨の一己①〆ＲＣぐ一己四日目【①。〔。『・州総督が最下級審
の正規裁判官であったことについては、法文⑤註（２）を
参照。
（３）の①■ご】、目四つ。【①の国の・二・日日の①Ｐ己戸一・は、の①巨［旨のの巨
言目二・斤の国のすなわち「あるいは貴官の、あるいは代官
の職権」と考える方がよいとしている。
代官ぐ旨嵐巨の（道長官・首都長官の）については、法文
③註（１）を参照。
（４）①苗昌目①の。「徴税」の意味もあるが、「債務者に対して
債務を弁済させるための法的措置を講じること、債務を合
法的に取り立てること」という一般的な語義（の｛・因の温の【》
向冒豈ｇ三、ロミ（§白ご［法文⑳註（３）所引］》の．ぐ・［向苗。‐
〔一・］）、および前の文に「悪行己曰くの、①の白」という表現があ
ることを勘案すると、滞納している税の取り立てとも解さ
れるので、ここでは「徴収」と訳しておく。
（５）目〔のヨ盲目一己◎の日目の吾夛言の・三○日日の①Ｐ＆ず」・は、
目（①の前に一呂自を補った方がよいとする。そう補えば訳
ユ
ー
デ
ヶ
ス
文は「州総督は我等の裁判官席の前に引き出些ごれて、」と
なる。「我等の裁判官席」とは実際には「皇帝に代わって
ぐ－，①巴ｎ国」裁判をする権限を与えられている道長官の法廷
と考えられるので、たしかに二．日日のｇのように補った方
ユ
ー
デ
ク
ス
が、道長官が州総督の職務怠慢を裁くという関係が明確と
なり、前の文の理由づけとして理解しやすい。
（６）「頭格Ｂご臣［」については、法文⑳註（４）を参照。
（７）本法文の⑪弓のａｇｏは混乱している。三二九年の正し
いコーンスル年表記は「正帝コーンスタンティーヌスが八
度目にして（副帝）コーンスタンティーヌスが四度目の
コーンスルの年」であるが、本法文の写本ではヨーンス
タンティウスが四度Ⅱ」となっている。副帝名コーンスタ
ンテイーヌスとコーンスタンティウスは混同されやすく、
本法文と同じコーンスル年表記を持つ法文も多い。しか
し、本法文においては、発布地がコーンスタンティーノポ
リスであることも問題となる。そのため、本法文は名宛人
である「オリエーンス道長官セクンドゥス」の在任期間
四
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⑳
第
九
巻
第
二
一
章
第
四
法
文
（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヘ
ル
ピ
デ
ィ
ウ
ス
に
〈宣示す〉。
（２）
以
前
決
定
共
こ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
い
か
な
る
所
有
者
で
あ
れ
、
そ
法
政
史
学
第
六
十
六
号
（一一一六一～三六六あるいは一一一六七年。法文⑳註（１）参照）
中に発布されたと考えられている。三・日目の①Ｐ己嵌」・は本
法
文
と
他
の
「
道
長
官
セ
ク
ン
ド
ゥ
ス
」
宛
の
二
法
文
（
法
文
⑳
お
よび法文⑳）を、ユーリァーヌス帝が一一一六三年に発布した
本
法
典
第
一
巻
第
二
二
章
第
一
一
一
法
文
と
の
類
似
も
勘
案
し
て
、
い
ず
れもユーリアーヌス帝により三六二年または一一一六一一一年に発
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
セ
ク
ン
ド
ゥ
ス
の
オ
リ
エ
ー
ン
ス
道
長
官
在
任
期
間
を
三
六
一
～
三
六
六
年
と
考
え
る
の
①
の
民
は
、
こ
の
間
に
四
月
一
八
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
スでの発布が可能であったのは一一一六二年、一一一六四年、三六
五
年
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
と
ウ
ァ
レ
ン
ス
の
両
帝
が
コ
ー
ン
ス
ル
で
あ
っ
た
三
六
五
年
の
発
布
と
考
え
れば、甘の」⑫シシ・８己のの．と書かれていたであろう、弓印＆已○
から、混乱が生じたことが理解できるとする用侭腐曾七・
四『）。国島田・一ら・巴①（の四目日日言のＣＯ目目印の四頁旨の四）も
の
①
①
具
に
従
い
、
本
法
文
の
発
布
年
を
三
六
五
年
と
し
て
い
る
。
の
者
が
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
者
の
地
所
や
家
屋
で
貨
幣
（３）
が
秘
密
裡
に
作
ら
れ
て
打
刻
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
国
庫
は
そ
の
恥
ず
べ
き
行
為
の
場
を
そ
の
者
の
所
有
権
か
ら
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
になっていた。〈しかし〉今や〈所有者の〉区別だてがな
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
者
が
近
く
に
居
を
構
え
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
の
不
注
意
や
怠
慢
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
、
以
前
の
決
定
が
妥
当
す
る
が
、
他
方
も
し
所
有
者
が
そ
の
家
屋
や
所
領
か
ら
極
め
て
遠
く
離
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
い
か
な
る
損
失
も
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
０
と
こ
ろ
で
寡
婦
と
後
見
下
の
未
成
熟
者
は
特
別
な
寛
恕
に
値
す
る
と
我
等
は
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
寡
婦
は
近
く
に
居
を
構
え
ていても、彼女たちの側に〈恥ずべき行為を〉関知してい
る
と
い
う
か
く
も
重
い
罪
が
一
切
な
い
な
ら
、
そ
の
家
屋
や
所
領
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
後
見
下
の
未
成
熟
者
は
、
た
と
え
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
損
失
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
実
際
未
成
熟
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
た
ち
の
年
齢
で
は
何
を
見
て
い
る
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
者
た
ち
の
後
見
人
た
ち
が
も
し
も
近
く
に
い
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
未
成
熟
者
の
財
産
に
お
い
て
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
知
ら
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
以
上
、
次
の
よ
う
な
罰
が
待
ち
受
け
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
も
し
十
分
な
資
産
を
持
ち
合
わ
せ
て
四八
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い
た
な
ら
、
後
見
人
の
財
産
か
ら
、
〈
本
来
〉
未
成
熟
者
か
ら
没
収
き
る
べ
き
分
の
額
が
国
庫
に
支
払
わ
れ
る
べ
し
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
（２）
以
上
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
れ
ば
、
以
前
に
公
布
さ
れ
た
法
は
す
べ
て
の
条
項
で
保
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
四
日
に
付
（４）
与す。テオドシウス法典（Ｃａの〆弓胃。□・の一目巨の）（一六）（後藤）
法
文
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
３
）
当
時
の
貨
幣
の
作
り
方
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
２
）
参
召
８
（４）こののｇのｎ回目・については法文⑳註（７）参照。
の①①烏記這い§七・＠ｍは、西①一つ一日巨のが名宛人として確認さ
れ
る
法
文
が
三
二
一
年
か
ら
一
一
一
二
四
年
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら、ｍｇｍａｇＣに誤記があると考え、次のような推論を行
う
。
す
な
わ
ち
、
誤
記
を
招
い
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
を
務
め
た
年
と
し
て
三
二
○年と一一一二六年の二つの可能性を挙げる。しかし、西の一ロー
□言の前任者が一一一二○年一二月四日に付与された法文⑭の
名
宛
人
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
で
、
三
二
○
年
の
可
能
性
は
除
外
さ
（１）
（２）
西の一目言・この人物については法文⑯註（１）参照。
の。＆・可の目の．四二」・は、法文⑪に対する修正条項が本⑳第一一巻第一一一○章第一五法文
（１）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝がアーフリカ州会議
に〈宣示す〉・
自
ら
の
係
争
事
項
が
判
決
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
訴
訟
（２）
エゴ事者が、訴訟の主要部分〈が終了した段階〉から異議申
立
を
す
る
と
、
自
身
に
対
し
て
不
正
が
行
な
わ
れ
た
、
と
裁
判
官
ら
は
不
当
に
も
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
法
廷
に
お
い
て
新
し
い
こ
と
で
も
珍
し
い
こ
と
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
の
主
要
部
分
が
裁
決
さ
れ
た
あ
と
に
は
、
訴
訟
当
事
者
が
法
の
救
済
策
に
よ
っ
て
係
争
を
維
持
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
官
ら
は
以
下
の
こ
と
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
訴
者
を
投
獄
し
た
り
れ
る
。
他
方
、
後
任
者
が
三
二
六
年
一
一
一
月
五
日
に
付
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
法
文
③
の
名
宛
人
と
し
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国①一つ己言宛の本法文は一一一二六年一一一月五日以前に発布され
て、一一一二六年五月四日に「掲示」されたものだと結論する
のである。これに対し、沙．、富、白眉○一》軍Ｑ宵冒言量さロミニ
用○言②８房詩句目‐同冒、ミ（も目の』①き）七・缶》二・四はｍの①、【
説を斥けて一一一二四年説を隅え、酉昂同・一》己・←］②（西国国皀‐
『
の
己
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
四
九
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⑳
第
五
巻
第
一
○
章
第
一
法
文
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
彼
の
イ
ー
タ
リ
ァ
住
民
に
〈
宣
示す〉・
先
帝
た
ち
の
法
に
従
っ
て
、
も
し
何
ぴ
と
か
が
、
血
か
ら
〈
生
じ
兵
士
た
ち
に
監
視
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
八
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
二
九
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
（１）８己９－旨目白。ご旨目のシ豆８の・州会議については、法文
⑰註（２）を参照。
（２）８房四目己已］の・法文⑲では占有と区別するため「本
権
訴
訟
」
と
訳
出
し
た
が
、
本
法
文
は
上
訴
の
手
続
き
を
定
め
た
も
のであり、性質が異なる。の。ｇ・可①目の．且戸一・では、これ
に続く文にある「訴訟の主要部分ロ⑦ｍ・冒日目ロロ日］の」と
同
じ
意
味
に
解
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
訳
出
し
た
。
な
お
、
異
議
申
立
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
法
文
⑳
、
⑭
、
⑬
、
⑳
、
⑭
、
⑭
、
⑳
などを参照。
五
○
（１）
たばかり〉の子を、いかなる方法によってであれ適法に購
入
し
、
養
育
さ
れ
る
べ
き
子
で
あ
る
と
考
え
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
の
奴隷として〈子を〉保持する権利を有する。したがって、
幾
年
か
が
経
過
し
た
の
ち
に
、
何
ぴ
と
か
が
、
そ
の
子
を
自
由
へ
と
連れ戻そうとするか、または、〈その子を自分の〉奴隷だ
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
同
種
の
別
の
も
の
Ｔ
奴
隷
）
を
提
供
す
る
か
、
ま
た
は
、
見
合
う
だ
け
の
代
金
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
文
書
を
作
成
し
た
う
え
で
代
金
を
支
払
っ
て
権
利
を
得
た
者
は
、
自
ら
の
債
務
の
た
め
に
〈
そ
の
子
を
〉
売
却
す
る
自
由
な
権
能
を
も
有
す
る
ほ
ど
に
、
確
実
に
所
有
す
る
の
が
当
然
だ
か
ら
で
（２）
あ
る
。
こ
の
法
に
背
こ
う
と
試
み
た
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
罰
が
科
されるべし。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一
八
日
（３）
セルディカで付与す。
（１）四の目、日ロ①頁目印・の○二○吋①自の、。、』では、テキストに
旨百局の語はなく、四ｍ目、日ロ①となっているが、の・吾・‐
言自のはこの煙⑰目、巳自のを「産血が付着した子巨目の叩目‐
ぬ日ロ・一自白の」と解しており、また、蚕の①Ｈ）ＤＢごミ冒言
ギミミＳ二（法文⑮註（２）所引）ら・岳①も同様に当該筒
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テオドシウス法典（ｎ．□①メョケの。□８画目の）（一六）（後藤）
所を「新生児」と解している。
（２）の○二○吋①Ｓｍ》＆、・の』および］・向く目の○日弓の》門百ご§亘
雪三宮員占討ニミミミ電（法文⑭註（７）所引）も」屋Ｐ⑦ｍ
は、本法文における子の売却を親によるものとみる。
困窮のあまりに親が子を殺害したり売却してしまう事例
が
あ
と
を
絶
た
ず
（
法
文
⑳
お
よ
び
法
文
⑱
）
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ティーヌス帝は三二一一一年に、生殺与奪の権を認められてい
る家父であっても、卑属のｎｍを奪うことは許されるべき
ではないと定めた（法文⑩）。親による子殺し・子捨てを
抑制しようとしたこれら一連の立法の流れのなかに、本法
文も位置づけられるだろう。本法文では、親が文書を作成
し
た
う
え
で
子
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、
か
か
る
売
買
で
あ
っ
て
も
法に則って成立したものとみなし、購入者の所有権のほう
を保護する旨を明確に定めることによって、親による子の
売却を抑制しようとしたものと解釈できる。
（３）の①①具》記侭田冨菖》弓・＄）〕①ｍは、コーンスタンティーヌ
ス帝が、一一一二九年の八月三Ⅱ（法文⑳）と一○Ⅱ一一五Ⅱ
（法文⑦）にヘーラクレーァに滞在していたことから、そ
の
間
の
短
い
問
で
セ
ル
デ
ィ
カ
に
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て、本法文の付与年を一一一二九年ではなく一一一一九年または三
二○年とする。因國目のの》之篁同昌、言七・二もの①①ｎ戸に従い、
三
一
九
年
と
し
て
い
る
。
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
六
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が〈宣示す〉。
もし都市政務向職に指名された者たちが逃亡したとき
は、彼らは探索されるべきである。もし彼らが頑なな意志
によって潜伏しえたときは、彼らの財産は、さしあたり彼
ム
ネ
ラ
らに代わって一一人官職の負担へと召集されていた者たちに
（１）
委ねられるべきであり、そしてもし彼らがのちに発見され
たときは、九二年間二人官職の重責を引き受けるように強
ム
ネ
ラ
制されるべきである。実際、公的な負担に服することを避
けようと企てた者たちはすべて、同様の状態に置かれるべ
きである。
正帝コーンスタンティーヌスが八度Ｈにしてコーンスタ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
二
九
日
セ
ル
（２）
デ
ィ
カ
で
付
与
す
。
（１）の○二．汀①ｓ⑰》己豈」・は、逃亡者の代わりに二人官職に
就いた者たちへの財産付与は、彼らが二人官として故郷の
便益ないし娯楽のために行う出費を補填するためのもので
あって、永続的ではなく暫時的なものであるとする。
（２）の①の呈記侭房§》己。①ｍは、続く法文⑳が一一一二九年一○
五
一
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⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
七
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がルクレーティウス
（１）
Ⅱパーアルヌスに〈宣示す〉。
ム
ネ
ラ
少
●
な
か
ら
ざ
る
者
た
ち
に
市
民
の
負
担
か
ら
の
免
除
を
与
え
て
い
た勅答は廃止されて、すべての者たちが市民の義務に結び
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民
や
都
市
参
事
会
の
同
法
政
史
学
第
六
十
六
号
月
一
一
五
日
に
ヘ
ー
ラ
ク
レ
ー
ァ
で
付
与
さ
れ
、
同
じ
ヘ
ー
ラ
ク
レ
ー
ア
と
い
う
場
所
が
、
コ
ー
ン
ス
ル
年
が
誤
っ
た
数
字
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
名
宛
人
か
ら
し
て
確
か
に
同
年
八
Ⅱ
三
日
に
付
与
さ
れ
た
法
文
⑳
に
も
現
れ
る
こ
と
（
法
文
⑳
註
（
４
）
参
照
）
か
ら
す
る
と
、
そ
の
間
に
本
法
が
へ
－
ラ
ク
レ
ー
ア
か
ら
離
れ
た
セ
ル
デ
ィ
カ
で
付
与
さ
れ
た
と
い
う
の
は
非
常
に
疑
わ
し
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
写
本の印呂のａ目・に従えば一一一二九年八月一八日に同じセル
ディカで付与されたはずの法文⑪が、遅くとも三一一九年六
月
二
一
日
に
付
与
さ
れ
た
勅
答
の
中
に
す
で
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ
ル
デ
ィ
カ
と
い
う
付
与
地
を
勘
案
す
る
と
、
本
法
文
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
五
度
目
も
し
く
は
六
度
Ⅱ
の
コ
ー
ンスルの職にあった一一一一九年か三二○年に位置づけられる
とする。国口目のの》ヱミ向ごｓ言七・二も、疑問符を付しつつ
三
一
九
年
と
解
し
て
い
る
。
五二
（２）
意
に
よ
っ
て
あ
る
者
に
与
え
ら
れ
た
免
除
も
有
効
で
は
な
く
、
す
べ
ム
・
不
う
ての者が負担〈を担うべき〉集団へと徴集されるべきであ
『ＣＯ正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月
二
五
日
へ
－
（３）
一フクレーアで付与す。
（１）宮口の〔旨のＳｇのｇＥの．色男田・一も．①目（巨日の言の勺皀の目巨印
。
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
お
そ
ら
く
は
属
州
の
統
治
者
で
、
管
区代官であった可能性もあるとされる。の。＆・可の合⑫》＆戸
一・》のＣｏｏ丙》辱】号嬉も．凹困は、エジプト州総督ロ日号の白の房の‐
ぬ百二であったと解する。
（２）の・弓・可のｓの》己ケ」・は、「勅法彙纂」第一○巻第Ⅲ七
（四六）章第二法文、「学説彙纂」第五○巻第九章第四法文
を
挙
げ
て
、
こ
こ
で
の
免
除
を
、
市
民
や
都
市
参
事
会
の
同
意
を
得
て
皇
帝
の
勅
答
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
市
民
や
都
市参事会の決議号Ｒ①国によるものと解している。
（３）の①の景宛侭房§》己」②○は②９ｍｇ目・通りに本法が一一一二
九年に付与されたとするが、の①の景畳言菅ら・囲いは、付
与地や、本法とこれに先行する法（法文⑳、⑳、⑳、⑳）
との関係から、三一一五年にへ－ラクレーァで付与されたも
のであるとし、本来ののｇのａｇｏは「一○月二五日へ－ラ
クレーアで付与し、正帝コーンスタンティーヌスと副帝が
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同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ク
ラ
ー
リ
ッ
シ
ミ
（１）
－級の道長官らに〈一日一示す〉。
前
略
。
都
市
参
事
会
員
は
元
老
院
を
目
指
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
〈
す
で
に
〉
そ
の
位
階
を
得
て
い
る
者
た
ち
は
そ
の
ま
ま
〈そこに〉留まるべしⅦ
川
無
論
、
我
等
は
、
兵
士
の
息
子
た
ち
が
以
前
の
命
令
に
（２）
従い、父の軍務を受け継ぐか、ｊｂし軍務につくことを拒否
（３）
してしかｊｂ満一一一五歳に達しているならば、都市参事会に委
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
欲
す
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
に
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
四
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
二
五
日
に
付
（４）
与す。
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
八
法
文
テオドシウス法典（Ｃａの〆弓冒ａ。⑭国目の）（一六）（後藤）
（１）三、一目の呂目の・法文⑭註（２）参照。
コーンスルの年（Ⅱ’一一二六年）……受領す（＆〔．ご臼百一・
三○ぐ・国の日ｏ｝の四，四円・…ＣＣｐｍＢ三二○シ・①［ｎ．８局の。）」であっ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
（２）のＣＢＣ可①ｓの》＆面」・は、本法に先立つコーンスタン
ティーヌス帝による命令として、法文⑭、⑳、⑲を挙げて
い
る
。
退
役
兵
の
息
子
に
課
さ
れ
る
兵
役
な
い
し
都
市
参
事
会
の
負
担に関しては、法文⑭註（２）参照。
（３）の○二・吋①Ｓｍ・己ケ」・は、コーンスタンティーヌス帝自
身
が
、
都
市
参
事
会
員
や
退
役
兵
の
息
子
が
都
市
参
事
会
の
負
担
に
服すべき年齢を一八歳（法文③）、二五歳（法文⑳）、のち
には一六歳（本法典第七巻第二二章第四法文［一一一一一一二年］。
本法典第一二巻第一章第一九法文［一一一三一年］では一八
歳
）
と
様
々
に
定
め
て
い
た
と
し
た
上
で
、
本
法
文
に
お
け
る
「
三
五
歳
」
と
い
う
年
齢
は
「
二
五
歳
」
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
解
す
る
こ
と
が
確
か
に
法
文
⑳
と
調
和
す
る
と
し
て
お
り、の①の昌辱｝弓億七・田「も「二五歳」に書き換えられる
べきであるとする。なお、法文⑳注（４）も参照。
（４）三○日日の目は、本法文や法文⑳を含む九法文について、
本
来
は
同
一
の
法
で
あ
っ
て
一
一
一
五
三
年
に
発
布
さ
れ
た
も
の
と
解
し
ている（法文⑭註（１）・註（７）参照）。これに対し、
の①の民『記免へ息菖》二・全‐産は、それら九法文が本来は同一の
法
で
あ
っ
た
と
す
る
三
・
日
日
の
目
の
見
解
は
受
け
容
れ
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
な
推
論
に
基
づ
い
て
、
そ
の
発
布
年
を
三
一
一
六
年
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
法
文
中
の
「
以
前
の
命
令
」
と
は
コ
ー
ン
ス
タンティーヌス帝自身が定めた法文⑳（の①の民は付与年を
三
一
八
年
と
す
る
。
法
文
⑳
註
（
９
）
参
照
）
を
指
し
て
お
り
、
従って、本法文は一一一一八年より後の三二六年（法文⑳）か
五
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（附記）今回の担当者は、浦野聡、大清水裕、後藤篤子、
芹
澤
悟
、
田
中
創
、
林
信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
六
十
六
号
一一一二九年（本法文）に付与されたことになるが、一一一二七年
に
掲
示
さ
れ
た
法
文
⑲
に
お
け
る
「
寛
裕
な
る
我
等
が
定
め
た
こ
と
」
と
は
本
法
文
を
含
む
九
法
文
を
指
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
一一三六年に発布されたことになる、と解するのである。（未完）
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